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サツマイモ
リンゴ（あれば紅玉）
砂糖
牛乳
バター
グラニュー糖

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本（２００ｇ）
・・・・・・・・・・・・・　　個（１５０ｇ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ　　

21

21

リンゴとサツマイモの焼き菓子

サツマイモは１㎝厚さの輪切りにし、水にさらし
ます。軟らかくなるまで茹でます。

サツマイモの皮をむき、鍋に入れて木べらでつ
ぶします。砂糖と牛乳を加えて混ぜ、弱火で２
～３分煮ます。バター１０ｇを入れてなじませ、
火を止めます。

リンゴは皮付きのまま横に半分にし、３ｍｍ厚
さに切ります。

耐熱皿に　を入れ、表面を平らにします。上に
　のリンゴを並べ、残りのバターを小さく切っ
て散らし、グラニュー糖を振ります。
オーブントースターで約８分（または２００度の
オーブンで約５分）焼き色を付けます。

特 集

10
211Vol.
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親しまれ、信頼されるＪＡを目指して
～地域との絆深めるＪＡファンづくり運動～

　真っ赤なリンゴが店頭に出回るのは、秋から冬にかけて。寒
冷な気候を好むので、国内では青森県や長野県が主な産地
です。生でそのままはもちろん、加熱してもおいしいので、焼
きりんごやジャム、コンポート、アップルパイなどお菓子の材
料としてよく使われます。また、爽やかな甘味が料理にも使い
やすく、シャキシャキした食感を生かしてサラダに加えたり、肉
料理のソース、煮込み料理にもよく合います。お菓子だけでな
く、ぜひいろいろな料理に使ってみましょう。
　品種は、甘味と酸味のバランスに優れ、香りの良い「ふじ」が
主流ですが、お菓子には酸味が強く、すっきりとした甘味の「紅

玉」がお薦め。手に入らない場合は、比
較的酸味のある「ジョナゴールド」や「あか
ね」で代用したり、レモン汁で少し酸味を
加えるとリンゴの甘味が引き立ちます。

　リンゴは切り口が空気に触れると茶色くなってしまうので、
切ってそのままデザートとして出したり、サラダなどに混ぜる時
は塩水に浸したり、酢やレモン汁をかけておくと変色を防ぐこ
とができます。今回のレシピのように、加熱して変色が気にな
らない場合、下処理は不要ですが、できるだけ使う直前に切
るようにしましょう。
　また、リンゴは「１日１個食べれば医者いらず」といわれるほ
ど健康的な果物です。ペクチンなどの食物繊維には整腸作用
や便秘解消効果の他、コレステロールを下げて動脈硬化予防。
カリウムには血圧を下げる働きがあり、生活習慣病の予防に
も効果的です。さらに疲労回復に効果のあるリンゴ酸やクエ
ン酸、体に有害な活性酸素を除去するポリフェノールなども多
く含みます。特にポリフェノールやペクチンは皮の近くに多い
ので、よく洗ってから皮ごと使うとより効果的です。

リンゴ

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら
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●
支
店
だ
よ
り

　
窓
口
担
当
職
員
が
毎
月
作
成
し
、
窓
口
に

掲
示
。
金
融
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
支
店
職
員

の
紹
介
な
ど
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
用

い
て
、
カ
ラ
フ
ル
で
見
や
す
い
紙
面
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。（
恵
那
西
支
店
）

●
浴
衣
で
接
客

　
夏
祭
り
の
時
期
に
併
せ
、

女
子
職
員
が
浴
衣
姿
で
日

頃
の
感
謝
を
込
め
て
接
客
。

来
店
さ
れ
た
お
客
様
に
は

お
菓
子
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

「
季
節
を
感
じ
、
支
店
が
華

や
か
に
な
っ
て
と
て
も
良

い
」と
お
客
様
か

ら
好
評
で
し
た
。

（
明
智
支
店
）

●
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置

　
省
エ
ネ
で
環
境
へ
の
配
慮
と
、

利
用
者
へ
の
清
涼
感
を
提
供
。
収
穫

し
た
ゴ
ー
ヤ
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト

は
支
店
窓
口
に
並
べ
、
お
客
様
に
自

由
に
持
ち
帰
っ
て
頂
く
サ
ー
ビ
ス

も
行
い
ま
し
た
。（
恵
那
支
店
）

 

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
各
支

店
や
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
、事
業
所

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し

た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
独
自
の
企
画
に

よ
り
、組
合
員
や
地
域
の
皆
様

に
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
の
活
動
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
そ
ん
な

「
食
と
農
」「
地
域
と
の
絆
」を

柱
と
し
た
活
動
や
取
り
組
み
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

　
管
内
の
親
子
を
対

象
に
各
４
地
域
で
開

催
。
家
族
や
友
達
、
地

域
の
人
た
ち
と
ふ
れ

あ
い
、
協
力
し
な
が
ら
、

野
菜
を
育
て
る
楽
し

さ
や
食
べ
る（
命
を
い

た
だ
く
）こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
て
も
ら
い

ま
す
。Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー

ダ
ー
や
営
農
指
導
員

が
先
生
と
な
り
活
躍

し
て
い
ま
す
。

（
各
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
）

　　

～地域との絆深めるＪＡファンづくり運動～

　　

～地域との絆深めるＪＡファンづくり運動～

親しまれ、
信頼されるＪＡを目指して

親しまれ、
信頼されるＪＡを目指して

親しまれ、信頼されるＪＡを目指して親しまれ、信頼されるＪＡを目指して

窓
口
サ
ー
ビ
ス
・

お
も
て
な
し

特　集
特　集

食
農
教
育

食
農
教
育

グリーンカーテンで明るい店舗づくり

「採れたて野菜をどうぞ」

田植え体験

トマトの収穫体験

収穫の後
はみんな

で流しそう
めん

手づくりボードでわかりやすく

夏は浴衣で接客

●田植え・稲刈り
　福岡小学校の児童と５月に田植え、10月には収穫体験を行い、地域との交流を深めてい
ます。収穫した米は給食や学校の親子行事の五平餅づくりに使用しています。（福岡支店）

えだまめの種まき
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当
Ｊ
Ａ
で
は
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
平
成
２３
年
度
よ
り
、
本

支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
・
事
業
所
に
お
い
て

「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
職
員
１
人
ひ
と
り
の
最
高
の
笑
顔

と
接
遇
、
綺
麗
で
清
潔
感
あ
ふ
れ
る
親
し
み
や

す
い
明
る
い
店
舗
で
組
合
員
・
利
用
者
を
も
て

な
し
、
次
回
も
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
見
守
り
活
動

と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
や
渉
外
活
動
を
通
じ

て
、
高
齢
者
等
の
安
否
確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
農
教
育
活
動
と
し
て
小
学
生
を
対

象
に
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
の
開
校
や
、
地
域
行
事

へ
の
参
加
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
取
り
組
み
は
ほ
ん
の
一
部

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も「
一
支
店
一
協
同
活

動
」と
し
て
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
深

め
る
組
合
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
美
濃
農
業
協
同
組
合
　

　
　
　代
表
理
事
組
合
長
　
足
立
能
夫

●
花
の
定
植

　「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」と
し
て
、
地
区
ご

と
に
国
道
の
花
を
管
理
し
て
い
る
加
子
母

で
は
、
支
店
職
員
も
花
の
定
植
に
参
加
。

除
草
や
灌
水
な
ど
の
管
理
も
行
っ
て
い
ま

す
。（
加
子
母
支
店
）

●
支
店
周
辺
の
清
掃

　
空
き
缶
や
食
べ
物
の
袋
な
ど
道
路
沿
い
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

ゴ
ミ
を
拾
い
、
地
域
の
清
掃
に
貢
献
。
朝
の
通
勤
・
通
学
の
時
間

帯
と
い
う
こ
と
で
、
積
極
的
な
挨
拶
や
交
通
事
故
防
止
に

も
繋
げ
ま
す
。（
蛭
川
支
店
）

●
耕
作
放
棄
地
の
景
観
整
備

　
当
J
A
青
壮
年
部
笠
置
支
部
と
共
同

で
耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
を
し
、
黒
豆
や

ニ
ン
ニ

ク
、サ
ツ

マ
イ
モ
な

ど
を
栽
培
。

農
業
祭
へ

の
出
品
の
他
、

地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫

も
体
験
し
ま
し
た
。

（
恵
那
北
部
支
店
）

清
掃
・
美
化
活
動 ●

地
元
農
産
物
販
売

　
毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る「
つ
け
ち
夢
ま

つ
り
」で
支
店
職
員
が
新
鮮
な
地
元
農
産
物

と
飛
騨
牛
を
販
売
し
、
地
産
地
消
を
推
奨
し

ま
し
た
。
飛
騨
牛
の
試
食
に
は
長
い
行
列
も

で
き
、「
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
」と
好
評
で

し
た
。（
付
知
支
店
・
大
門
支
店
）

●
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

　
恵
那
市
で
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る「
み

の
じ
の
み
の
り
祭
」
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
役
職
員

と
行
政
が
恵
那
栗
を
使
っ
た
栗
ご
は
ん
や
、

新
品
種
の
栗
「
ぽ
ろ
た
ん
」
の
焼
き
栗
、Ａ

コ
ー
プ
商
品
な
ど
を
販
売
し
東
美
濃
の
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
お
に
ぎ
り
を
無
料
配
布

　
恵
那
市
の
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
で
毎
年
４

月
に
開
催
さ
れ
る「
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
」に
は
全
国
か
ら
３
０
０
０
名
以
上
の
参

加
が
あ
り
ま

す
。
当
Ｊ
Ａ

は
大
会
に
協

賛
し
、Ｊ
Ａ

役
職
員
が
一

つ
一
つ
丁
寧

に
に
ぎ
っ
た

お
に
ぎ
り
を
、

完
走
し
た
ラ

ン
ナ
ー
へ
配

布
し
、Ｊ
Ａ
と
東
美
濃
産
の
美
味
し
い
お
米
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

●
灯
篭
づ
く
り

　
山
岡
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
J
A
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
野
菜

な
ど
の
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、

灯
篭
を
つ
く
り
ま
し
た
。
８
月

に
開
催
さ
れ
た「
山
岡
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」で
展
示
し
、
子
ど
も

た
ち
の
可
愛
ら
し
い
絵
が
優
し

い
灯
り
で
映
し
出
さ
れ
、
好
評

で
し
た
。（
山
岡
支
店
）

地
域
行
事
へ
の
参
加

●
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り

　
当
Ｊ
Ａ
は
中
津
川
市
、
恵
那
市
と
高
齢
者

見
守
り
協
定
を
結
び
、
訪
問
先
で
高
齢
者
や

独
居
の
方
の
安
否
確
認
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
特
に
外
務
員
は
公
用
車
に
パ
ネ
ル
を
貼

る
な
ど
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
な
ど
を
利
用
し
、

普
段
か
ら
積
極
的
に
声
掛
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
体
調
不
良
な
ど
の
さ
さ
い
な
異
変
で

も
気
づ
け
る
よ
う
、
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

（
坂
下
支
店
） 福

祉
活
動

●
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
新
聞
へ

の
折
込
や
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
で
参
加
者
を
募

集
。
豪
華
な
景
品
も
用
意
し
、
組
合
員
同
士
、

ま
た
職
員
と
も
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

（
坂
本
支
店
・
上
村
支
店
）

交
流
の
場

親しまれ、信頼されるＪＡを目指して親しまれ、信頼されるＪＡを目指して特　集

と
う
ろ
う

作品を支店内に展示

耕作放棄地でサツマイモ収穫

通
勤
通
学
路
は
い
つ
も
キ
レ
イ
に

Message

丁寧に花の管理をするJA職員

パネルを
つけて訪

問する外
務員

コシヒカリのおにぎりでPR

ゴルフコンペで地域と交流（上村支店）

マレットゴ
ルフ大会

で親睦（坂
本支店）

東美濃の特産品をＰＲ

飛騨牛をPR
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当
Ｊ
Ａ
で
は
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
平
成
２３
年
度
よ
り
、
本

支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
・
事
業
所
に
お
い
て

「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
職
員
１
人
ひ
と
り
の
最
高
の
笑
顔

と
接
遇
、
綺
麗
で
清
潔
感
あ
ふ
れ
る
親
し
み
や

す
い
明
る
い
店
舗
で
組
合
員
・
利
用
者
を
も
て

な
し
、
次
回
も
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
見
守
り
活
動

と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
や
渉
外
活
動
を
通
じ

て
、
高
齢
者
等
の
安
否
確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
農
教
育
活
動
と
し
て
小
学
生
を
対

象
に
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
の
開
校
や
、
地
域
行
事

へ
の
参
加
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
取
り
組
み
は
ほ
ん
の
一
部

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も「
一
支
店
一
協
同
活

動
」と
し
て
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
深

め
る
組
合
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
美
濃
農
業
協
同
組
合
　

　
　
　代
表
理
事
組
合
長
　
足
立
能
夫

●
花
の
定
植

　「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」と
し
て
、
地
区
ご

と
に
国
道
の
花
を
管
理
し
て
い
る
加
子
母

で
は
、
支
店
職
員
も
花
の
定
植
に
参
加
。

除
草
や
灌
水
な
ど
の
管
理
も
行
っ
て
い
ま

す
。（
加
子
母
支
店
）

●
支
店
周
辺
の
清
掃

　
空
き
缶
や
食
べ
物
の
袋
な
ど
道
路
沿
い
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

ゴ
ミ
を
拾
い
、
地
域
の
清
掃
に
貢
献
。
朝
の
通
勤
・
通
学
の
時
間

帯
と
い
う
こ
と
で
、
積
極
的
な
挨
拶
や
交
通
事
故
防
止
に

も
繋
げ
ま
す
。（
蛭
川
支
店
）

●
耕
作
放
棄
地
の
景
観
整
備

　
当
J
A
青
壮
年
部
笠
置
支
部
と
共
同

で
耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
を
し
、
黒
豆
や

ニ
ン
ニ

ク
、サ
ツ

マ
イ
モ
な

ど
を
栽
培
。

農
業
祭
へ

の
出
品
の
他
、

地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫

も
体
験
し
ま
し
た
。

（
恵
那
北
部
支
店
）

清
掃
・
美
化
活
動 ●

地
元
農
産
物
販
売

　
毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る「
つ
け
ち
夢
ま

つ
り
」で
支
店
職
員
が
新
鮮
な
地
元
農
産
物

と
飛
騨
牛
を
販
売
し
、
地
産
地
消
を
推
奨
し

ま
し
た
。
飛
騨
牛
の
試
食
に
は
長
い
行
列
も

で
き
、「
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
」と
好
評
で

し
た
。（
付
知
支
店
・
大
門
支
店
）

●
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

　
恵
那
市
で
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る「
み

の
じ
の
み
の
り
祭
」
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
役
職
員

と
行
政
が
恵
那
栗
を
使
っ
た
栗
ご
は
ん
や
、

新
品
種
の
栗
「
ぽ
ろ
た
ん
」
の
焼
き
栗
、Ａ

コ
ー
プ
商
品
な
ど
を
販
売
し
東
美
濃
の
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
お
に
ぎ
り
を
無
料
配
布

　
恵
那
市
の
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
で
毎
年
４

月
に
開
催
さ
れ
る「
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
」に
は
全
国
か
ら
３
０
０
０
名
以
上
の
参

加
が
あ
り
ま

す
。
当
Ｊ
Ａ

は
大
会
に
協

賛
し
、Ｊ
Ａ

役
職
員
が
一

つ
一
つ
丁
寧

に
に
ぎ
っ
た

お
に
ぎ
り
を
、

完
走
し
た
ラ

ン
ナ
ー
へ
配

布
し
、Ｊ
Ａ
と
東
美
濃
産
の
美
味
し
い
お
米
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

●
灯
篭
づ
く
り

　
山
岡
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
J
A
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
野
菜

な
ど
の
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、

灯
篭
を
つ
く
り
ま
し
た
。
８
月

に
開
催
さ
れ
た「
山
岡
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」で
展
示
し
、
子
ど
も

た
ち
の
可
愛
ら
し
い
絵
が
優
し

い
灯
り
で
映
し
出
さ
れ
、
好
評

で
し
た
。（
山
岡
支
店
）

地
域
行
事
へ
の
参
加

●
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り

　
当
Ｊ
Ａ
は
中
津
川
市
、
恵
那
市
と
高
齢
者

見
守
り
協
定
を
結
び
、
訪
問
先
で
高
齢
者
や

独
居
の
方
の
安
否
確
認
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
特
に
外
務
員
は
公
用
車
に
パ
ネ
ル
を
貼

る
な
ど
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
な
ど
を
利
用
し
、

普
段
か
ら
積
極
的
に
声
掛
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
体
調
不
良
な
ど
の
さ
さ
い
な
異
変
で

も
気
づ
け
る
よ
う
、
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

（
坂
下
支
店
） 福

祉
活
動

●
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
新
聞
へ

の
折
込
や
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
で
参
加
者
を
募

集
。
豪
華
な
景
品
も
用
意
し
、
組
合
員
同
士
、

ま
た
職
員
と
も
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

（
坂
本
支
店
・
上
村
支
店
）

交
流
の
場

親しまれ、信頼されるＪＡを目指して親しまれ、信頼されるＪＡを目指して特　集

と
う
ろ
う

作品を支店内に展示

耕作放棄地でサツマイモ収穫

通
勤
通
学
路
は
い
つ
も
キ
レ
イ
に

Message

丁寧に花の管理をするJA職員

パネルを
つけて訪

問する外
務員

コシヒカリのおにぎりでPR

ゴルフコンペで地域と交流（上村支店）

マレットゴ
ルフ大会

で親睦（坂
本支店）

東美濃の特産品をＰＲ

飛騨牛をPR
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当
Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織「
た
ん
ぽ
ぽ
の

会
」の
有
志
で
結
成
し
た「
た
ん
ぽ
ぽ
劇

団
」は
９
月
15
日
、
瀬
戸
の
里
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
読
み
語
り
を
上
演
し
ま

し
た
。

　
同
会
は
同
Ｊ
Ａ
介
護
セ
ン
タ
ー
利
用

者
宅
へ
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
新
た
な
活
動
と
し
て
今
年
度
か
ら

福
祉
施
設
な
ど
で
読
み
語
り
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
　

　
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー

を
演
じ
よ
う
と「
桃
太
郎
」を
、
衣
装
や
小

道
具
に
も
工
夫
し
た
読
み
語
り
独
特
の
ス

タ
イ
ル
で
、
利
用
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
同
会
は「
高
齢
者
が
元
気
に
な
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
行
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
恵
奈
の
里
次
米
み
の
り
祭
実
行
委
員
会

は
9
月
20
日
、
恵
那
市
正
家
で「
次
米
抜

き
穂
祭
」を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
天
武
６
年（
６
７
７
）、
恵
奈
の

里（
現
恵
那
市
）か
ら
新
嘗
祭
の
米
を
献

上
し
た
と
い
う
史
実
に
ち
な
ん
で
、
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
同
市
内
の
高
校
生
ら
が
早
乙
女
姿
で
、

５
月
の
お
田
植
え
祭
で
植
え
た「
次
米
」

の
刈
り
取
り
に
合
わ
せ
歌
や
踊
り
で
会
場

を
盛
り
上
げ
た
他
、
餅
投
げ
や
お
米
の

ブ
ー
ス
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
　

　
同
実
行
委
員
会
は「
恵
那
と
い
う
土
地

の
歴
史
と
文
化
を
次
の
世
代
へ
受
け
継
い

で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
恵
那
市
山
岡
町
の
水
田
で
９
月
19
日
、

コ
ー
プ
ぎ
ふ
の
ブ
ラ
ン
ド
米「
恵
那
ひ
か

り
」を
購
入
す
る
消
費
者
親
子
ら
を
対
象

に
稲
刈
り
体
験
を
行
い
、
当
Ｊ
Ａ
新
入
職

員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
消
費
者
に「
恵
那
ひ
か
り
」の

生
産
現
場
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
同

Ｊ
Ａ
と
全
農
岐
阜
、
コ
ー
プ
ぎ
ふ
が
５
月

に
は
田
植
え
体
験
、
８
月
に
は
生
き
物
調

査
を
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は「
初
め
て
鎌

を
使
っ
て
緊
張
し
た
け
ど
、楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は「
食
と
農

の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
９
月
４
日
、
蛭

川
ひ
と
つ
ば
た
ご
広
場
で
、
第
17
回
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
年
金
友
の
会
会
員
の
生
活

充
実
及
び
会
員
相
互
の
交
流
や
親
睦
を
図

る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
管
内
の
４
地
域
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
８
チ
ー
ム
が
参
加
。

　
優
勝
し
た
加
子
母
萬
賀
チ
ー
ム
と
準

優
勝
の
小
和
知
チ
ー
ム
は
、
同
Ｊ
Ａ
代

表
と
し
て
、
11
月
12
日
の
県
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　
生
協
お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
組
合
員
や

関
係
者
ら
約
10
名
は
８
月
31
日
と
９
月
１

日
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
を
訪
れ
、
加
子
母
ト
マ

ト
の
産
地
研
修
と
生
産
者
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
豊
か
な
自
然
と
こ
だ
わ
り
の
土

づ
く
り
で
栽
培
さ
れ
る「
か
し
も
ト
マ
ト
」

の
栽
培
現
場
を
実
際
に
見
学
し
産
地
を
理

解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
関
係
者
ら
は
ト
マ
ト
の
圃
場
や
選
果
場

を
見
学
し
た
他
、
実
際
に
ト
マ
ト
の
収
穫

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
協
の
組
合

員
が
加
子
母
ト
マ
ト
を
食
べ
た
感
想
を
収

録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　
加
子
母
小
学
校
の
５
年
生
は
９
月
４
日
、

道
の
駅
加
子
母
で
夏
秋
ト
マ
ト「
桃
太
郎
」

を
販
売
し
、
道
の
駅
利
用
者
な
ど
多
く
の

人
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
総
合
学
習
で
ト
マ
ト
の
定
植

か
ら
灌
水
、
収
穫
、
販
売
ま
で
を
体
験
し
、

地
元
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
栽
培
管
理
は
加
子
母
ト
マ
ト

青
壮
年
部
が
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
児
童
は
手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
か

げ
、
ト
マ
ト
の
被
り
物
を
し
Ｐ
Ｒ
。
同
校

児
童
は「
夏
休
み
中
の
水
や
り
は
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
全
部
売
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
栗
の
出
荷
が
本
番
を
迎

え
、
８
月
３１
日
に
同
Ｊ
Ａ
東
野
営
業
所
で

超
特
選
栗
の
出
荷
目
揃
え
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
部
会
や
同
Ｊ
Ａ
、
県
恵
那
農
林
事

務
所
な
ど
約
80
名
が
参
加
。
出
荷
規
格
や

選
別
規
定
の
確
認
、
害
虫
の
防
除
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
超
特
選
栗
は
５
月
の
高
温
に

よ
り
平
年
よ
り
生
育
が
１
週
間
程
度
早
ま

り
、
６
月
の
少
雨
で
良
好
な
受
粉
、
そ
の

後
の
生
育
も
順
調
で
昨
年
よ
り
２
日
早
い

出
荷
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
出

荷
量
１
０
８
㌧
に
対
し
今
年
度
は
１
２
０

㌧
以
上
の
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

　
田
立
好
男
同
部
会
長
は「
病
虫
害
果
・
不

良
果
の
取
り
除
き
を
徹
底
し
、
高
品
質
な

栗
の
確
保
と
出
荷
に
努
め
て
ほ
し
い
」と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

超
特
選
栗
出
荷
本
番

選
果
の
徹
底
で
高
品
質
確
保

助
け
あ
い
組
織
「
た
ん
ぽ
ぽ
劇
団
」

高
齢
者
施
設
で「
桃
太
郎
」
上
演

「
恵
那
ひ
か
り
」
収
穫

生
協
利
用
者
ら
が
稲
刈
り
体
験

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
は
加
子
母
萬
賀
チ
ー
ム

か
し
も
ト
マ
ト
産
地
で
交
流

お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
が
当
Ｊ
Ａ
管
内
訪
問選果場を見学する関係者

加
子
母
小
児
童
が
ト
マ
ト
収
穫

道
の
駅
で
販
売

史
実
を
再
現

恵
奈
の
里
「
次
米
抜
き
穂
祭
」

瀬戸の里で「桃太郎」の読み語りを披露する「たんぽぽ劇団」

稲の刈り取りに合わせて踊る早乙女

　
徳
島
県
の
Ｊ
Ａ
徳
島
市
の
平
山
功
組

合
長
ら
４
名
は
９
月
14
日
、
当
Ｊ
Ａ
が
取

り
組
む「
物
流
改
革
」の
視
察
研
修
に
訪

れ
、
当
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
全
農
県
本
部
職
員

ら
８
名
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
当
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長

は「
経
済
事
業
改
革
の
重
要
な
柱
で
あ
る

物
流
改
革
は
、
組
合
員
や
利
用
者
の
Ｊ

Ａ
の
信
頼
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
大

変
重
要
」と
改
革
の
必
要
性
を
強
調
。
山

本
通
朗
経
済
部
長
は「
農
家
配
送
拠
点
設

置
に
よ
る
広
域
物
流
、
生
産
資
材
店
舗

の
整
備
、
営
農
経
済
渉
外
活
動
の
強
化

の
三
位
一
体
が
、
物
流
改
革
の
実
現
に

繋
が
る
」な
ど
成
果
を
説
明
し
ま
し
た
。

　 物
流
改
革
成
果
を
研
修

Ｊ
Ａ
福
島
市
が
当
Ｊ
Ａ
を
視
察 当ＪＡの経済改革の取り組みについて話す足立組合長

▲優勝
　加子母萬賀チーム
　　　　　（加子母）　　

準優勝▼　
小和知チーム　　
（加子母）　　

出
荷
規
格
を
確
認
す
る
生
産
者手作りのプラカードや被り物でトマトをＰＲする児童

恵那ひかりの稲刈りを体験するJA新入職員

す
き
ま
い

に
い
な
め
さ
い

す
き

ま
い
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当
Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織「
た
ん
ぽ
ぽ
の

会
」の
有
志
で
結
成
し
た「
た
ん
ぽ
ぽ
劇

団
」は
９
月
15
日
、
瀬
戸
の
里
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
読
み
語
り
を
上
演
し
ま

し
た
。

　
同
会
は
同
Ｊ
Ａ
介
護
セ
ン
タ
ー
利
用

者
宅
へ
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
新
た
な
活
動
と
し
て
今
年
度
か
ら

福
祉
施
設
な
ど
で
読
み
語
り
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
　

　
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー

を
演
じ
よ
う
と「
桃
太
郎
」を
、
衣
装
や
小

道
具
に
も
工
夫
し
た
読
み
語
り
独
特
の
ス

タ
イ
ル
で
、
利
用
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
同
会
は「
高
齢
者
が
元
気
に
な
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
行
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
恵
奈
の
里
次
米
み
の
り
祭
実
行
委
員
会

は
9
月
20
日
、
恵
那
市
正
家
で「
次
米
抜

き
穂
祭
」を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
天
武
６
年（
６
７
７
）、
恵
奈
の

里（
現
恵
那
市
）か
ら
新
嘗
祭
の
米
を
献

上
し
た
と
い
う
史
実
に
ち
な
ん
で
、
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
同
市
内
の
高
校
生
ら
が
早
乙
女
姿
で
、

５
月
の
お
田
植
え
祭
で
植
え
た「
次
米
」

の
刈
り
取
り
に
合
わ
せ
歌
や
踊
り
で
会
場

を
盛
り
上
げ
た
他
、
餅
投
げ
や
お
米
の

ブ
ー
ス
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
　

　
同
実
行
委
員
会
は「
恵
那
と
い
う
土
地

の
歴
史
と
文
化
を
次
の
世
代
へ
受
け
継
い

で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
恵
那
市
山
岡
町
の
水
田
で
９
月
19
日
、

コ
ー
プ
ぎ
ふ
の
ブ
ラ
ン
ド
米「
恵
那
ひ
か

り
」を
購
入
す
る
消
費
者
親
子
ら
を
対
象

に
稲
刈
り
体
験
を
行
い
、
当
Ｊ
Ａ
新
入
職

員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
消
費
者
に「
恵
那
ひ
か
り
」の

生
産
現
場
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
同

Ｊ
Ａ
と
全
農
岐
阜
、
コ
ー
プ
ぎ
ふ
が
５
月

に
は
田
植
え
体
験
、
８
月
に
は
生
き
物
調

査
を
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は「
初
め
て
鎌

を
使
っ
て
緊
張
し
た
け
ど
、楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は「
食
と
農

の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
９
月
４
日
、
蛭

川
ひ
と
つ
ば
た
ご
広
場
で
、
第
17
回
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
年
金
友
の
会
会
員
の
生
活

充
実
及
び
会
員
相
互
の
交
流
や
親
睦
を
図

る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
管
内
の
４
地
域
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
８
チ
ー
ム
が
参
加
。

　
優
勝
し
た
加
子
母
萬
賀
チ
ー
ム
と
準

優
勝
の
小
和
知
チ
ー
ム
は
、
同
Ｊ
Ａ
代

表
と
し
て
、
11
月
12
日
の
県
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　
生
協
お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
組
合
員
や

関
係
者
ら
約
10
名
は
８
月
31
日
と
９
月
１

日
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
を
訪
れ
、
加
子
母
ト
マ

ト
の
産
地
研
修
と
生
産
者
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
豊
か
な
自
然
と
こ
だ
わ
り
の
土

づ
く
り
で
栽
培
さ
れ
る「
か
し
も
ト
マ
ト
」

の
栽
培
現
場
を
実
際
に
見
学
し
産
地
を
理

解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
関
係
者
ら
は
ト
マ
ト
の
圃
場
や
選
果
場

を
見
学
し
た
他
、
実
際
に
ト
マ
ト
の
収
穫

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
協
の
組
合

員
が
加
子
母
ト
マ
ト
を
食
べ
た
感
想
を
収

録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　
加
子
母
小
学
校
の
５
年
生
は
９
月
４
日
、

道
の
駅
加
子
母
で
夏
秋
ト
マ
ト「
桃
太
郎
」

を
販
売
し
、
道
の
駅
利
用
者
な
ど
多
く
の

人
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
総
合
学
習
で
ト
マ
ト
の
定
植

か
ら
灌
水
、
収
穫
、
販
売
ま
で
を
体
験
し
、

地
元
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
栽
培
管
理
は
加
子
母
ト
マ
ト

青
壮
年
部
が
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
児
童
は
手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
か

げ
、
ト
マ
ト
の
被
り
物
を
し
Ｐ
Ｒ
。
同
校

児
童
は「
夏
休
み
中
の
水
や
り
は
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
全
部
売
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
栗
の
出
荷
が
本
番
を
迎

え
、
８
月
３１
日
に
同
Ｊ
Ａ
東
野
営
業
所
で

超
特
選
栗
の
出
荷
目
揃
え
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
部
会
や
同
Ｊ
Ａ
、
県
恵
那
農
林
事

務
所
な
ど
約
80
名
が
参
加
。
出
荷
規
格
や

選
別
規
定
の
確
認
、
害
虫
の
防
除
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
超
特
選
栗
は
５
月
の
高
温
に

よ
り
平
年
よ
り
生
育
が
１
週
間
程
度
早
ま

り
、
６
月
の
少
雨
で
良
好
な
受
粉
、
そ
の

後
の
生
育
も
順
調
で
昨
年
よ
り
２
日
早
い

出
荷
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
出

荷
量
１
０
８
㌧
に
対
し
今
年
度
は
１
２
０

㌧
以
上
の
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

　
田
立
好
男
同
部
会
長
は「
病
虫
害
果
・
不

良
果
の
取
り
除
き
を
徹
底
し
、
高
品
質
な

栗
の
確
保
と
出
荷
に
努
め
て
ほ
し
い
」と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

超
特
選
栗
出
荷
本
番

選
果
の
徹
底
で
高
品
質
確
保

助
け
あ
い
組
織
「
た
ん
ぽ
ぽ
劇
団
」

高
齢
者
施
設
で「
桃
太
郎
」
上
演

「
恵
那
ひ
か
り
」
収
穫

生
協
利
用
者
ら
が
稲
刈
り
体
験

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
は
加
子
母
萬
賀
チ
ー
ム

か
し
も
ト
マ
ト
産
地
で
交
流

お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
が
当
Ｊ
Ａ
管
内
訪
問選果場を見学する関係者

加
子
母
小
児
童
が
ト
マ
ト
収
穫

道
の
駅
で
販
売

史
実
を
再
現

恵
奈
の
里
「
次
米
抜
き
穂
祭
」

瀬戸の里で「桃太郎」の読み語りを披露する「たんぽぽ劇団」

稲の刈り取りに合わせて踊る早乙女

　
徳
島
県
の
Ｊ
Ａ
徳
島
市
の
平
山
功
組

合
長
ら
４
名
は
９
月
14
日
、
当
Ｊ
Ａ
が
取

り
組
む「
物
流
改
革
」の
視
察
研
修
に
訪

れ
、
当
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
全
農
県
本
部
職
員

ら
８
名
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
当
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長

は「
経
済
事
業
改
革
の
重
要
な
柱
で
あ
る

物
流
改
革
は
、
組
合
員
や
利
用
者
の
Ｊ

Ａ
の
信
頼
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
大

変
重
要
」と
改
革
の
必
要
性
を
強
調
。
山

本
通
朗
経
済
部
長
は「
農
家
配
送
拠
点
設

置
に
よ
る
広
域
物
流
、
生
産
資
材
店
舗

の
整
備
、
営
農
経
済
渉
外
活
動
の
強
化

の
三
位
一
体
が
、
物
流
改
革
の
実
現
に

繋
が
る
」な
ど
成
果
を
説
明
し
ま
し
た
。

　 物
流
改
革
成
果
を
研
修

Ｊ
Ａ
福
島
市
が
当
Ｊ
Ａ
を
視
察 当ＪＡの経済改革の取り組みについて話す足立組合長

▲優勝
　加子母萬賀チーム
　　　　　（加子母）　　

準優勝▼　
小和知チーム　　
（加子母）　　

出
荷
規
格
を
確
認
す
る
生
産
者手作りのプラカードや被り物でトマトをＰＲする児童

恵那ひかりの稲刈りを体験するJA新入職員

す
き
ま
い

に
い
な
め
さ
い

す
き

ま
い
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日

　時

　
11
月
8
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場

　所

　
東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　（
中
津
川
市
茄
子
川
１
６
８
３-

７
９
７
）

内

　容

・
地
元
産
農
畜
産
物
即
売

・
農
産
物
品
評
会
・
農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

・
家
庭
菜
園
教
室

・
栗
旨
豚
・
豚
汁
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
牛
乳
搾
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
飛
騨
牛
＆
地
元
産
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・

ひ
が
し
み
の
カ
レ
ー
販
売

・
各
種
惣
菜
コ
ー
ナ
ー

・
ぽ
ろ
た
ん
焼
き
栗
販
売

・
地
元
高
校
生
出
店
コ
ー
ナ
ー

・
餅
投
げ

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

・
地
域
芸
能

ラ
イ
ブ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

L
o
v
e
＆
K
n
i
g
h
t
s

米
等
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー

　
太
巻
き
寿
司
に
挑
戦
！

主

　催

　
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
実
行
委
員
会

会員のお申し込みお問い合わせは、最寄りのJAひがしみのの各支店営業所へ
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JA Higashimino Information Plaza

　
玄
米
、
大
豆
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ご
ぼ
う
を
は
じ
め
様
々
な

品
目
を
出
品
者
で
競
い
ま
す
。

　
品
目
ご
と
に
審
査
し
、
優
秀

賞
・
優
良
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
自
慢
の
農
産
物
を
ど
し
ど
し

ご
応
募
下
さ
い
！

お
申
し
込
み
期
日

　
10
月
30
日（
金
）

受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
支
店
・

　
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

　
農
畜
産
物
・
食
品
等
即
売
の

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

我
が
家
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物
、

加
工
し
た
ジ
ュ
ー
ス
等
、
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
申
し
込
み
期
日

　
10
月
13
日（
火
）

（
出
店
出
来
る
も
の
に
つ
い
て
、

一
部
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
支
店
・

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

第
11
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭

ー

テ
ー
マ
ー

次
世
代
に
繋
げ
る

〜
ふ
る
さ
と
東
美
濃
の
特
色
あ
る
食
材
・

　
食
文
化
の
発
掘
〜

　

農
産
物
品
評
会
の

出
品
者
募
集

出
店
者
募
集

　実
り
の
秋
の
楽
し
い
お
祭
り
を
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
揃
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。

◆会員の特典
・葬具セット代金を１０％割引
・告別式のホール利用料無料（１日分）
・寄贈生花・籠盛代金５％割引(他家の場合もご利用いただけます)
・一部返礼品５%割引
★当ＪＡ組合員は祭壇利用料金を１０％割引

◆入会方法
ＪＡ各支店、営業所に「やすらぎ会」入会申込書がございます。ご記
入の上、入会金２，０００円を添えて、窓口でお申込み下さい。
(その他、年会費は一切必要ありません)
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現
在
の
西
洋
医
学
の
発
展
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
抗
生
物

質
剤
の
発
見
や
、
臓
器
移
植
技
術
の
進
歩

な
ど
、
私
た
ち
の
健
康
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
西
洋
医
学
の

技
術
を
も
っ
て
し
て
も
治
ら
な
い
病
気
や

症
状
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
西
洋
医
学
で
治
り
に
く
い
病
気
や
症
状

の
中
に
、
漢
方
が
効
果
的
な
場
合
も
か
な

り
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
か
と
い
っ
て
、
全
て
の
病
気
に
漢

方
が
効
果
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
漢

方
に
も
西
洋
医
学
に
も
得
意
分
野
と
不
得

意
分
野
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
漢
方
の

不
得
意
分
野
の
病
気
に
対
し
て
も
、
漢
方

で
の
治
療
に
こ
だ
わ
る
人
が
い
る
の
に
は

困
る
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
上
手
に
使
い
分
け
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
効
果
を
挙
げ
た
い
も
の
で
す
。

漢
方
の
長
所
や
効
果
を
過
大
に
評
価
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
薬
の
副
作
用

な
ど
、
西
洋
医
学
の
欠
点
を
誇
張
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
優
れ
た

面
を
利
用
し
な
が
ら
、
欠
点
を
補
い
合
う

と
い
う
役
割
分
担
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
漢
方
薬
は
、
飲
む
人
に
合
わ
せ
て
適
切

に
選
び
ま
す
。
漢
方
薬
を
選
ぶ
の
は
専
門

性
の
高
い
仕
事
で
、
治
り
に
く
い
病
気
の

人
は
、
専
門
家
と
よ
く
相
談
し
て
自
分
に

合
っ
た
漢
方
薬
を
探
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

漢
方
が
適
す
る
病
気
の
ほ
と
ん
ど
は
、
漢

方
薬
だ
け
で
十
分
に
対
応
で
き
ま
す
。
少

数
の
例
外
を
除
い
て
、
健
康
食
品
や
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
利
用
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
突
然
話
題
に
な
る
よ

う
な
漢
方
薬
や
生
薬
に
飛
び
つ
く
こ
と
は

控
え
ま
し
ょ
う
。
良
い
薬
も
あ
り
ま
す
が
、

過
去
の
例
で
は
、
一
時
的
な
流
行
で
終

わ
っ
た
り
、
あ
ま
り
価
値
の
な
い
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
で
で
し
た
。
　
　

　
専
門
家
に
よ
く
相
談
し
て
吟
味
し
ま

し
ょ
う
。

　
秋
の
夜
長
に
、家
で
ゆ
っ
く
り
音
楽
や
映
画

を
楽
し
む
。な
か
な
か
す
て
き
な
時
間
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。最
近
は「
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
レ

ン
タ
ル
を
す
る
も
の
」と
い
う
人
が
増
え
ま
し

た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
曲
だ
け
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
、映
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
日
常

的
に
活
用
す
る
、そ
ん
な
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

と
は
い
え「
あ
な
た
が
処
分
で
き
な
い
物

は
？
」と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

と
答
え
る
人
も
ま
だ
ま
だ
多
い
で
す
。そ
こ
で

今
回
は
、そ
う
し
た
デ
ィ
ス
ク
類
を
で
き
る
だ

け
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
収
納
す
る
方
法

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
デ
ィ
ス
ク
そ
の
も
の
は
薄
い
の
で

そ
ん
な
に
場
所
を
と
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ

れ
を
保
護
す
る
ケ
ー
ス
が
か
さ
ば
り
ま
す
。貴

重
な
物
や
後
々
売
る
予
定
の
あ
る
物
以
外
は
、

思
い
切
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
や
不
織
布
の
ケ
ー
ス
に

入
れ
替
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。こ

う
し
た
ケ
ー
ス
は
、１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
も

手
軽
に
購
入
で
き
ま
す
。フ
ァ
イ
リ
ン
グ
が
で

き
る
タ
イ
プ
な
ら
、ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
ま
と
め

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。も
ち
ろ
ん
、単
純
に
そ

の
ま
ま
箱
や
引
き
出
し
に
た
て
て
収
納
し
て

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。こ
う
し
た
デ
ィ
ス
ク
ケ
ー
ス
の

中
に
は
、ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
ご
と
入
れ
ら
れ
る「
Ｃ

Ｄ
専
用
ソ
フ
ト
ケ
ー
ス
」な
ど
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。多
少
厚
み
は
出
ま
す
が
、よ
り
き
れ

い
に
収
納
で
き
ま
す
。

　
も
し
も
購
入
時
の
状
態
に
こ
だ
わ
る
の
で

あ
れ
ば
、奥
行
き
の
浅
い
棚
に
並
べ
る
の
も
お

勧
め
で
す
。そ
う
し
た
棚
は
、大
き
な
家
具
が

置
け
な
い
廊
下
や
カ
ウ
ン
タ
ー
下
な
ど
に
も

設
置
で
き
ま
す
か
ら
、空
間
の
有
効
活
用
に
も

な
り
ま
す
。た
だ
し
、収
納
枚
数
が
多
く
な
る

と
重
く
な
る
の
で
、耐
荷
重
は
必
ず
確
認
し
て

下
さ
い
。ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
き
れ
い
な
物
は
、見
せ

る
収
納
と
し
て
絵
画
の
よ
う
に
飾
っ
て
楽
し

む
方
法
も
あ
り
ま
す
。こ
の
秋
、物
も
整
理
を

兼
ね
な
が
ら
、家
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
だ
時

間
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

漢
方
薬
と
の
付
き
合
い
方佐

久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島

　松翠

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
整
理

し
ょ
う
や
く



日

　時

　
11
月
8
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場

　所

　
東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　（
中
津
川
市
茄
子
川
１
６
８
３-

７
９
７
）

内

　容

・
地
元
産
農
畜
産
物
即
売

・
農
産
物
品
評
会
・
農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

・
家
庭
菜
園
教
室

・
栗
旨
豚
・
豚
汁
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
牛
乳
搾
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
飛
騨
牛
＆
地
元
産
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・

ひ
が
し
み
の
カ
レ
ー
販
売

・
各
種
惣
菜
コ
ー
ナ
ー

・
ぽ
ろ
た
ん
焼
き
栗
販
売

・
地
元
高
校
生
出
店
コ
ー
ナ
ー

・
餅
投
げ

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

・
地
域
芸
能

ラ
イ
ブ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

L
o
v
e
＆
K
n
i
g
h
t
s

米
等
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー

　
太
巻
き
寿
司
に
挑
戦
！

主

　催

　
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
実
行
委
員
会

会員のお申し込みお問い合わせは、最寄りのJAひがしみのの各支店営業所へ

● 89 ● JAひがしみの

JA Higashimino Information Plaza

　
玄
米
、
大
豆
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ご
ぼ
う
を
は
じ
め
様
々
な

品
目
を
出
品
者
で
競
い
ま
す
。

　
品
目
ご
と
に
審
査
し
、
優
秀

賞
・
優
良
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
自
慢
の
農
産
物
を
ど
し
ど
し

ご
応
募
下
さ
い
！

お
申
し
込
み
期
日

　
10
月
30
日（
金
）

受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
支
店
・

　
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

　
農
畜
産
物
・
食
品
等
即
売
の

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

我
が
家
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物
、

加
工
し
た
ジ
ュ
ー
ス
等
、
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
申
し
込
み
期
日

　
10
月
13
日（
火
）

（
出
店
出
来
る
も
の
に
つ
い
て
、

一
部
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
各
支
店
・

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

第
11
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭

ー

テ
ー
マ
ー

次
世
代
に
繋
げ
る

〜
ふ
る
さ
と
東
美
濃
の
特
色
あ
る
食
材
・

　
食
文
化
の
発
掘
〜

　

農
産
物
品
評
会
の

出
品
者
募
集

出
店
者
募
集

　実
り
の
秋
の
楽
し
い
お
祭
り
を
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
揃
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。

◆会員の特典
・葬具セット代金を１０％割引
・告別式のホール利用料無料（１日分）
・寄贈生花・籠盛代金５％割引(他家の場合もご利用いただけます)
・一部返礼品５%割引
★当ＪＡ組合員は祭壇利用料金を１０％割引

◆入会方法
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入の上、入会金２，０００円を添えて、窓口でお申込み下さい。
(その他、年会費は一切必要ありません)
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フリーダイヤル0120-098382

やすらぎ会にご入会いただくと、様々な特典がうけられます！

アグリホールえな
「快適で便利なホールで葬儀がしたい」
そんな皆さまの要望から８月10日に

オープンしました。
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。
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で
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で
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長
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や
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に
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ま
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は
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の
高
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で
、
治
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に
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の
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よ
い
で
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に
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も
多
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よ
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で
す
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と
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あ
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は
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、Ｃ
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を
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に
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よ
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に
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と
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そ
も
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そ
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も
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で
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と
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入
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０
０
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収
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Ｋ
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ら
れ
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Ｃ
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収
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。
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収
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久
総
合
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院
名
誉
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●
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　松翠

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
整
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ょ
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花
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花
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の
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１０
月
下
旬
ご
ろ
で
す
。

耐
寒
性
は
本
葉
２
〜
３
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の
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が
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が
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の
で
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遅
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方
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は
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折
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入
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を
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が
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で
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が
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を
打
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、
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を
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に
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も
よ
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で
し
ょ
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。
そ
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が
入
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で
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い
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で
は
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菜
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の
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２
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の
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を
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ご
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に
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３
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を
取
り
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る
と
よ
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で
す
。

　
そ
の
他
、
栽
培
に
当
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っ
て
留
意
す
る

こ
と
は
、
畝
面
に
は
黒
色
ポ
リ
フ
ィ
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ム

を
マ
ル
チ
し
て
地
温
上
昇
、
雑
草
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を
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る
こ
と
、
ハ
モ
グ
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の
幼
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の
食
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か
ら
守
る
た
め
に
、
発
生
初
期
に
適
用
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を
散
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し
て
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除
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る
こ
と
、
な
ど

で
す
。

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は

ま
き
ど
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・
防
風
防
寒
・
支
柱
立
て

2015年
10月

支柱の立て方 （1）

支柱の立て方 （2）

支柱の立て方 （3）

薬剤散布

■
実
施
日
時
・
場
所

　
10
月
20
日（
火
）　
10
時
〜
12
時

　
　
恵
那
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

　
10
月
21
日（
水
）　
10
時
〜
12
時

　
　
中
津
川
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

　
10
月
22
日（
木
）　
10
時
〜
12
時

　
　
恵
那
北
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　
加
子
母
経
済
セ
ン
タ
ー

　
10
月
23
日（
金
）　
10
時
〜
12
時

　
　
恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
薬
剤
と
利
用
料
金（
税
別
）

　
一
般
農
薬
　

　
　
２
０
０
円
／

　
薫
蒸
剤
・
薫
煙
剤
　

　
　
１,
０
０
０
円
／

シ
ア
ン
化
合
物

ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
ン

ド
ル
ク
ロ
ー
ル

硫
黄
類

ヒ
素
系
類

ク
ロ
レ
ー
ト
類

品
名
不
明
農
薬
　

　
　
１,
５
０
０
円
／

　
ス
プ
レ
ー
缶
農
薬
　

　
　
５
０
０
円
／

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
農
薬

Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
系

Ｐ
Ｃ
Ｐ
系

Ｂ
Ｈ
Ｃ
系
　

　
　
３,
０
０
０
円
／

水
銀
系
農
薬
、臭
化
メ
チ
ル

　
１
０,
０
０
０
円
／

空
ポ
リ
容
器

　
小（
１
　
以
下
）50
円
／
本

　
中（
５
　
以
下
）2
０
０
円
／
本

　
大（
５
　
以
上
）5
０
０
円
／
本

空
ガ
ラ
ス
瓶

　
小（
０
・
５
　
以
下
）50
円
／
本

　
大（
０
・
５
　
以
上
）3
０
０
円
／
本

空
金
属
容
器

　
３
０
０
円
／
本

試
験
用
薬
品（
農
薬
）

　
5,
0
0
0
円
／

※
別
途
、収
集
運
搬
費（
最
大
５
０
０
円
／
　

※
数
量
に
よ
り
変
動
有
）が
か
か
り
ま
す
。

期
限
切
れ
農
薬
・
不
用
農
薬
・
空
容
器
の

回
収
の
ご
案
内

＊
当
日
は
、印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い

☆
未
洗
浄
の
容
器
に
つ
い
て
は
、農

薬
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
下
さ
い
。

☆
ビ
ン
類
は
栓
、袋
類
は
密
封
し
、漏

れ
、飛
散
、悪
臭
漏
れ
を
防
止
し
て

下
さ
い
。

☆
利
用
者
自
身
で
、各
収
集
場
所
へ

時
間
内
に
持
ち
込
ん
で
下
さ
い
。

キ
　
　ロ

キ
　
　ロ

キ
　
　ロ

キ
　
　ロキ

　
　ロ

キ
　
　ロ

キ
　
　ロ

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

キ
　
　ロ

つるが絡み付きやすい
木の枝やササ竹など。
小枝の多い物なら最良

支柱を立て2～3段
ポリひもを張る

支柱を立て稲わらをつる

情報

2015年
10月J A米

コシヒカリ
　　

ひとめぼれ
あきたこまち

あさひの夢

その他うるち
銘柄品種

　　ひだほまれ　　
五百万石

たかやまもち

ココノエモチ

水稲うるち玄米

２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年

-
-
-
-
-
-
-
-

14,900
15,200
-
-
-
-
-
-

11,000
9,700
9,200
8,000
9,000
8,000
8,500
7,500
14,252
14,552
14,800
14,500
11,800
11,800
8,500
10,200

10,352
9,052
8,552
7,352
8,352
7,352
7,852
6,852
12,416
12,716
14,152
13,852
11,152
11,152
8,176
9,876

9,272
7,972
7,472
6,272
7,272
6,272
6,772
5,772
11,336
11,636
13,072
12,772
10,072
10,072
7,852
9,552

2　等 3　等特　等 1　等年　度品　種制　度

※ ＪＡ米・一般米格差　△648円       
※ 水 分 格 差 　　　　△432円（13.0％以下）       
※ 出来秋契約　　 　 △432円（当初契約なし）       
※ 集荷時期格差（うるち米）　2月以降　△1,080円　　(酒造好適米・もち米）１月以降　△1,080円       
※ カントリーエレベーターでの価格は袋代がないので上記より172円安くなります。（包装格差）　       

備蓄米

平成２7年産米概算金単価表
単位：円
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ポ
リ
容
器

　
小（
１
　
以
下
）50
円
／
本

　
中（
５
　
以
下
）2
０
０
円
／
本

　
大（
５
　
以
上
）5
０
０
円
／
本

空
ガ
ラ
ス
瓶

　
小（
０
・
５
　
以
下
）50
円
／
本

　
大（
０
・
５
　
以
上
）3
０
０
円
／
本

空
金
属
容
器

　
３
０
０
円
／
本

試
験
用
薬
品（
農
薬
）

　
5,
0
0
0
円
／

※
別
途
、収
集
運
搬
費（
最
大
５
０
０
円
／
　

※
数
量
に
よ
り
変
動
有
）が
か
か
り
ま
す
。

期
限
切
れ
農
薬
・
不
用
農
薬
・
空
容
器
の

回
収
の
ご
案
内

＊
当
日
は
、印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い

☆
未
洗
浄
の
容
器
に
つ
い
て
は
、農

薬
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
下
さ
い
。

☆
ビ
ン
類
は
栓
、袋
類
は
密
封
し
、漏

れ
、飛
散
、悪
臭
漏
れ
を
防
止
し
て

下
さ
い
。

☆
利
用
者
自
身
で
、各
収
集
場
所
へ

時
間
内
に
持
ち
込
ん
で
下
さ
い
。

キ
　
　ロ

キ
　
　ロ

キ
　
　ロ

キ
　
　ロキ

　
　ロ

キ
　
　ロ

キ
　
　ロ

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

キ
　
　ロ

つるが絡み付きやすい
木の枝やササ竹など。
小枝の多い物なら最良

支柱を立て2～3段
ポリひもを張る

支柱を立て稲わらをつる

情報

2015年
10月J A米

コシヒカリ
　　

ひとめぼれ
あきたこまち

あさひの夢

その他うるち
銘柄品種

　　ひだほまれ　　
五百万石

たかやまもち

ココノエモチ

水稲うるち玄米

２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年
２7年
２６年

-
-
-
-
-
-
-
-

14,900
15,200
-
-
-
-
-
-

11,000
9,700
9,200
8,000
9,000
8,000
8,500
7,500
14,252
14,552
14,800
14,500
11,800
11,800
8,500
10,200

10,352
9,052
8,552
7,352
8,352
7,352
7,852
6,852
12,416
12,716
14,152
13,852
11,152
11,152
8,176
9,876

9,272
7,972
7,472
6,272
7,272
6,272
6,772
5,772
11,336
11,636
13,072
12,772
10,072
10,072
7,852
9,552

2　等 3　等特　等 1　等年　度品　種制　度

※ ＪＡ米・一般米格差　△648円       
※ 水 分 格 差 　　　　△432円（13.0％以下）       
※ 出来秋契約　　 　 △432円（当初契約なし）       
※ 集荷時期格差（うるち米）　2月以降　△1,080円　　(酒造好適米・もち米）１月以降　△1,080円       
※ カントリーエレベーターでの価格は袋代がないので上記より172円安くなります。（包装格差）　       

備蓄米

平成２7年産米概算金単価表
単位：円



● 1213 ● JAひがしみの

宮
地 

昌
成
さ
ん（
恵
那
市
武
並
町
）

空
撮
で
地
域
貢
献

　本を読むことや絵を描くことが得意な和真くん。歌うこと
や踊ることが大好きな菜来ちゃん。いつも２人のまねをして
遊ぶ末っ子の咲希ちゃん。
　「３人がいることで毎日楽しくにぎやか。大きくなっても３
人協力して助け合って欲しい」とお母さんは微笑みました。

笑顔いっぱい

（左から）

熊谷 和真くん（6）、咲希ちゃん（1）、菜来ちゃん（4）
(中津川市付知町)

かず　ま さ　 き な　 な

　当給油所では4柱リフトを導入しピット
が新しくなり、より一層の安全・安心な
サービスを提供しています。大きな声を
モットーにお客様をお待ちしております
ので、みなさん気楽にご来店下さい。

岩
村
給
油
所

 

柴
田 

健 

一

Profile
担　当：所長
入　組：10年目
出　身：恵那市串原
血液型：AB型
趣　味：カブトムシを育
　　　　てること

安全・安心なサービスを提供

　「
幼
い
頃
か
ら
飛
行
機
や
機
械
へ
の

興
味
が
あ
っ
た
」と
話
す
宮
地
さ
ん
。

中
学
生
時
代
に
は
コ
ー
ド
付
き
模
型

飛
行
機
、
高
校
生
時
代
に
は
ラ
ジ
コ

ン
飛
行
機
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

２８
歳
の
時
に
は
念
願
の
ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
購
入
。
ク
ラ
ブ
に
も

入
会
し
、
競
技
会
で
は
優
勝
す
る
ほ

ど
の
腕
前
で
し
た
が
エ
ン
ジ
ン
式

は
音
が
激
し
く
、
飛
ば
す
場
所
が

無
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
解
散
。「
何

か
違
っ
た
楽
し
み
方
は
な
い
か
」

と
14
年
前
に
空
撮
を
始
め
ま
し
た
。

　
空
撮
の
知
識
や
技
術
は
当
初
独
学
。
２
年
前
に
は
地
上
２
０
０
ｍ
以
上

の
飛
行
が
可
能
で
、
電
動
か
つ
騒
音
も
な
い
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー（
ド
ロ
ー
ン
）を
購
入
。

行
き
つ
け
の
模
型
屋
さ
ん
に
通
う
こ
と
で
、
撮
影
能
力
も
上
が
り
ま
し
た
。

　
宮
地
さ
ん
は
恵
那
市
を
舞
台
に
し
た
映
画「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

シ
ー
ン
も
撮
影
。
今
で
は
宮
地
さ
ん
の
撮
影
技
術
が

口
コ
ミ
で
評
判
と
な
り
、
市
や
学
校
、
事
業
主
か
ら

依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
普
段
見
慣
れ
た

景
色
で
も
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
で
撮
影
し
た
写
真
・
映

像
で
新
鮮
に
感
じ
、
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。「
自
分
の
操
縦
で
自
由
に

飛
び
、
撮
り
た
い
も
の
を
撮
る
。
地
元
の
良
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
見
た
人
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
こ
れ
か
ら
も
撮
り

た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
恵
南
栗
振
興
会
が
設
立
し
た
５
年
前
か
ら
会
長

を
務
め
て
い
る
塚
田
さ
ん
。
栗
の
栽
培
は
５０
年
近

く
に
も
な
る
ベ
テ
ラ
ン
農
家
で
す
。
栽
培
を
始
め

た
当
時
は
3０
本
ほ
ど
だ
っ
た
栗
の
樹
も
、
現
在
で

は
２
５
０
本
に
。
4０
ａ
の
面
積
に「
大
峰
」を
中
心

に
、「
金
華
」や「
胞
衣
」「
ぽ
ろ
た
ん
」な
ど
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　「
栽
培
を
始
め
た
頃
は
、
栗
栽
培
の
情
報
や
仲

間
も
少
な
く
知
識
や
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
何
も

か
も
手
探
り
だ
っ
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
塚
田

さ
ん
。
現
在
は
中
津
川
市
・
恵
那
市
が
栗
産
地
と

し
て
発
展
・
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
生
産
者
へ
の

支
援
や
体
制
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
有
難
く
感
じ

て
い
ま
す
。「
Ｊ
Ａ
や
県
の
普
及
員
が
肥
料
や
剪
定

な
ど
、
季
節
や
時
期
に
合
わ
せ
た
適
正
な
管
理
方

法
や
技
術
を
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
助

か
る
。
教
え
ら
れ
た
通
り
に
や
れ
ば
、
お
い
し
い

も
の
が
で
き
る
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
今
年
は
春
先
の
２
、
３
月
に
降
雨
や
低
温
に
よ

り
樹
が
枯
れ
る
な
ど
凍
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
品
質
は
平
年
並
み
で
、
９
月
の
１
ヵ
月
間
で 

約
１
㌧
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
現
在
33
名
。
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
栗
の
生
産
が
盛
ん
に

な
る
よ
う
、
新
し
い
仲
間
を
増
や
し
て
恵
南
地
域

の
栗
栽
培
を
も
っ
と
発
展
さ
せ
た
い
」と
意
欲
を

燃
や
し
ま
す
。

恵
南
地
域
を
栗
の
一
大
産
地
へ

塚田 尊司さん
（恵那市上矢作町）

獣害対策
　塚田さんをはじめ上矢作地区で
は猿による栗の食害が多く見られ、
生産者は頭をかかえています。塚田
さんの栽培品種は全て早生。実りの
秋が本格化する前になるべく早く短
期間で収穫することで、被害を食い
止めています。

たか　し



● 1213 ● JAひがしみの

宮
地 

昌
成
さ
ん（
恵
那
市
武
並
町
）

空
撮
で
地
域
貢
献

　本を読むことや絵を描くことが得意な和真くん。歌うこと
や踊ることが大好きな菜来ちゃん。いつも２人のまねをして
遊ぶ末っ子の咲希ちゃん。
　「３人がいることで毎日楽しくにぎやか。大きくなっても３
人協力して助け合って欲しい」とお母さんは微笑みました。

笑顔いっぱい

（左から）

熊谷 和真くん（6）、咲希ちゃん（1）、菜来ちゃん（4）
(中津川市付知町)

かず　ま さ　 き な　 な

　当給油所では4柱リフトを導入しピット
が新しくなり、より一層の安全・安心な
サービスを提供しています。大きな声を
モットーにお客様をお待ちしております
ので、みなさん気楽にご来店下さい。

岩
村
給
油
所

 

柴
田 

健 

一

Profile
担　当：所長
入　組：10年目
出　身：恵那市串原
血液型：AB型
趣　味：カブトムシを育
　　　　てること

安全・安心なサービスを提供

　「
幼
い
頃
か
ら
飛
行
機
や
機
械
へ
の

興
味
が
あ
っ
た
」と
話
す
宮
地
さ
ん
。

中
学
生
時
代
に
は
コ
ー
ド
付
き
模
型

飛
行
機
、
高
校
生
時
代
に
は
ラ
ジ
コ

ン
飛
行
機
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

２８
歳
の
時
に
は
念
願
の
ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
購
入
。
ク
ラ
ブ
に
も

入
会
し
、
競
技
会
で
は
優
勝
す
る
ほ

ど
の
腕
前
で
し
た
が
エ
ン
ジ
ン
式

は
音
が
激
し
く
、
飛
ば
す
場
所
が

無
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
解
散
。「
何

か
違
っ
た
楽
し
み
方
は
な
い
か
」

と
14
年
前
に
空
撮
を
始
め
ま
し
た
。

　
空
撮
の
知
識
や
技
術
は
当
初
独
学
。
２
年
前
に
は
地
上
２
０
０
ｍ
以
上

の
飛
行
が
可
能
で
、
電
動
か
つ
騒
音
も
な
い
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー（
ド
ロ
ー
ン
）を
購
入
。

行
き
つ
け
の
模
型
屋
さ
ん
に
通
う
こ
と
で
、
撮
影
能
力
も
上
が
り
ま
し
た
。

　
宮
地
さ
ん
は
恵
那
市
を
舞
台
に
し
た
映
画「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

シ
ー
ン
も
撮
影
。
今
で
は
宮
地
さ
ん
の
撮
影
技
術
が

口
コ
ミ
で
評
判
と
な
り
、
市
や
学
校
、
事
業
主
か
ら

依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
普
段
見
慣
れ
た

景
色
で
も
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
で
撮
影
し
た
写
真
・
映

像
で
新
鮮
に
感
じ
、
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。「
自
分
の
操
縦
で
自
由
に

飛
び
、
撮
り
た
い
も
の
を
撮
る
。
地
元
の
良
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
見
た
人
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
こ
れ
か
ら
も
撮
り

た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
恵
南
栗
振
興
会
が
設
立
し
た
５
年
前
か
ら
会
長

を
務
め
て
い
る
塚
田
さ
ん
。
栗
の
栽
培
は
５０
年
近

く
に
も
な
る
ベ
テ
ラ
ン
農
家
で
す
。
栽
培
を
始
め

た
当
時
は
3０
本
ほ
ど
だ
っ
た
栗
の
樹
も
、
現
在
で

は
２
５
０
本
に
。
4０
ａ
の
面
積
に「
大
峰
」を
中
心

に
、「
金
華
」や「
胞
衣
」「
ぽ
ろ
た
ん
」な
ど
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　「
栽
培
を
始
め
た
頃
は
、
栗
栽
培
の
情
報
や
仲

間
も
少
な
く
知
識
や
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
何
も

か
も
手
探
り
だ
っ
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
塚
田

さ
ん
。
現
在
は
中
津
川
市
・
恵
那
市
が
栗
産
地
と

し
て
発
展
・
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
生
産
者
へ
の

支
援
や
体
制
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
有
難
く
感
じ

て
い
ま
す
。「
Ｊ
Ａ
や
県
の
普
及
員
が
肥
料
や
剪
定

な
ど
、
季
節
や
時
期
に
合
わ
せ
た
適
正
な
管
理
方

法
や
技
術
を
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
助

か
る
。
教
え
ら
れ
た
通
り
に
や
れ
ば
、
お
い
し
い

も
の
が
で
き
る
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
今
年
は
春
先
の
２
、
３
月
に
降
雨
や
低
温
に
よ

り
樹
が
枯
れ
る
な
ど
凍
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
品
質
は
平
年
並
み
で
、
９
月
の
１
ヵ
月
間
で 

約
１
㌧
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
現
在
33
名
。
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
栗
の
生
産
が
盛
ん
に

な
る
よ
う
、
新
し
い
仲
間
を
増
や
し
て
恵
南
地
域

の
栗
栽
培
を
も
っ
と
発
展
さ
せ
た
い
」と
意
欲
を

燃
や
し
ま
す
。

恵
南
地
域
を
栗
の
一
大
産
地
へ

塚田 尊司さん
（恵那市上矢作町）

獣害対策
　塚田さんをはじめ上矢作地区で
は猿による栗の食害が多く見られ、
生産者は頭をかかえています。塚田
さんの栽培品種は全て早生。実りの
秋が本格化する前になるべく早く短
期間で収穫することで、被害を食い
止めています。

たか　し



● 1415 ● JAひがしみの

①親密な交友のことを水魚の――
といいます
④朝と夜の間
⑥紙をくるりと丸めると作れます
⑦ｇｏの――はｗｅｎｔです
⑨物をゴシゴシ洗うのに適した道具
⑪贈り物に付けます
⑫結婚式で新郎と新婦が交換することも
⑭損の反対語
⑮佐渡島では舟にして観光客を乗せます
⑰袋に「おてもと」と書かれていることも
⑲水面に糸を垂れて楽しみます
⑳祝い事に付きものの魚
　桜島、守口、練場といえば

①香りの良い高級きのこ
②本当にあった話
③科学や物理などを学ぶ教科
④江戸の町の消防組織
⑤野球のグランドに四つあります
⑧ナマコの腸の塩辛
⑩東海道では日本橋と三条大橋の
間に53ヶ所

⑬競馬で買うのは馬券、――で買う
のは車券

⑭参道の入口で立っています
⑯おなかの上で貝を割る動物
⑰ぬいぐるみに詰める物
⑱ワラビもゼンマイもこの仲間

■9月号の答え
サトイモ(里芋)

■クイズ当選者（敬称略）
堀 京子、伊藤 とく子、三宅 のぶ子
松原 美保、梅田 豊子、山田 みどり
森 思乃、肥田 寿美江、安藤 二三四
安藤 秋子

　
私
の
父
は
野
菜
作
り
が
生
き
が
い

で
す
。
毎
月「
夢
農
人
」を
読
ん
で
、
良

い
も
の
を
つ
く
り
た
い
と
ノ
ー
ト
に

書
き
込
ん
で
い
ま
す
。

中
津
川
市
宮
前
町
　
丹
羽 

洋
子
さ
ん
　
　

　「
夢
農
人
」に
登

場
す
る
生
産
者
の

み
な
さ
ん
の
農
業

へ
の
熱
意
や
意
気

込
み
に
は
毎
回
驚

か
さ
れ
ま
す
。
管
内
の
農
業
を
引
っ

張
っ
て
い
く
存
在
と
し
て
、
頼
も
し
い

限
り
で
す
ね
。

　
広
報
誌
を
毎
月
愛
読
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
も
楽
し
み
で
、
９
月
号
の

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
も
温
か
い

雰
囲
気
で
癒
さ
れ
ま
し
た
。

中
津
川
市
茄
子
川
　
岩
井 

生
久
子
さ
ん

　表
紙
を
見
る

だ
け
で
、
管
内

の
農
業
や
季
節

を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
ね
。

　
９
月
号
の
防
災
に
関
し
て
の
特
集

は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
１０
年
以

内
に
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ

る
と
し
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

中
津
川
市
蛭
川
　
斉
藤 

久
子
さ
ん

　
災
害
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
と
考
え
、
普
段
か
ら
意
識
す
る
こ

と
や
非
常
時
の
グ
ッ
ズ
を
揃
え
た
い

で
す
ね
。

　
栗
拾
い
に
行
き
た
い
で
す
。

秋
の
味
覚
、
管
内
の
特
産
品
と
し
て
、

こ
の
時
期
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

中
津
川
市
付
知
町
　
早
川 

幸
子
さ
ん

　
食
欲
の
秋
と
な
る
１０
月
。
栗
き
ん
と

ん
や
栗
ご
飯
な
ど
美
味
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
で
す
ね
♪

　「
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
イ
ラ
イ
フ
」が
毎
月

楽
し
み
で
す
。
体
が
健
康
な
内
は
、
水
泳

や
ジ
ム
に
通
っ
て
見
た
く
な
り
ま
し
た
。

中
津
川
市
付
知
町
　
原 

隆
郭
さ
ん

　
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と

は
、
豊
か
で
明
る
い
人
生
に
繋
が
り

ま
す
ね
。

　た
く
さ
ん
の
写
真
を
投
稿
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

写
真
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
投
稿

数
が
多
い
月
に
よ
っ
て
は
紹
介
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
F
の
順
に

　
　
　
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  ふれあい課

■応募締切日
平成２７年10月２3日（金）
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、郵便
番号、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号、ＪＡまたは広報誌に対する意
見、要望などをご記入の上、下記ま
でお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

10日（火）・11日（水） ※都合により変更の
　場合があります

平成27年11月のふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 058-276-8015
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

◀
夫
婦
ニ
ン
ジ
ン
？

　安
保 
和
彦
さ
ん（
下
野
）

◀ハートのジャガイモ！
　もったいなくて
　食べられません。
　Ａ・Ｔさん(大井町)

▶
何
物
か
に
か
じ
ら
れ
た
後
か
ら
小
イ
モ
が
出
て
き
ま
し
た
。

　三
浦

　貢
さ
ん（
加
子
母
）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①岐阜県常例検査結果の通知事項に対する 
改善状況等の回答について 
②職制規程の一部変更について 
③大正ロマン(株)の株券譲渡について
④恵那アグリセンター内土地未登記物件に係
る訴訟について
⑤第６次中期計画の設定について 
⑥理事と組合との契約承認（利益相反行為）について 
【報告事項】
①（有）サポートひがしみの上期決算報告について
②（有）サポートひがしみの上半期決算内部監
査結果について
③不稼動資産の現況について
④第３四半期余裕金運用計画及び運用方針
について
⑤第１１回ひがしみの農業祭の開催について
⑥平成２７年産主食用米概算金について
⑦ＬＰガス紹介制度について
⑧８月末の事業実績について

■
暑
い
夏
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、秋
の
涼
し
さ
を
感
じ
始

め
た
の
で
衣
替
え
し
ま
し
た
。

　
服
の
量
が
と
に
か
く
多
い
私
。整
理
整
頓
も
一
苦
労
で
す
。

以
前「
人
生
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔
法
」と
い
う
本
が
話
題

と
な
り
、「
捨
て
る
も
の
」で
は
な
く「
残
す
も
の
」を
選
ぶ
こ
と

で
毎
日
と
き
め
く
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
と
あ
り
ま
し
た
。

　
と
き
め
き（
＝
楽
し
み
、喜
び
）と
は「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
、

ど
ん
な
人
間
関
係
を
築
け
ば
と
き
め
く
の
か
？
」な
ど
、平
凡

な
人
生
を
送
る
私
に
と
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
な
）

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品販売高

32,883人
26億8,860万円

2,208億5,835万円
439億8,399万円
7,092億3,345万円
29億9,926万円
18億8,112万円

第5回理事会 （平成２7年9月17日）

（平成27年8月31日現在）

10月

11月

14日（水）
〃　　

21日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
4日（水）
〃　　
〃　　

11日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

10月

11月

8日（木）
14日（水）
21日（水）
※28日（水）
11日（水）
12日（木）

本店
下野支店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

10月

11月

14日（水）
〃　　

21日（水）
22日（木）
11日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

本 店
中 津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

収
穫
の
後

撮

　影
：
吉
村

　清 

さ
ん

　
　
　
　
（
中
津
川
市
下
野
）

撮
影
地
： 

中
津
川
市
駒
場

（カレンダー応募作品より）

■
９
月
に
東
海
地
方
へ
台
風
が
上
陸
す
る
直
前
に
Ｊ
Ａ
本
店

の
正
面
に
見
え
る
笠
置
山
の
ふ
も
と
に
突
然
現
れ
た
虹
で
す
。

思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
虹
は
数
分
で
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
も
）

　
中
津
川
市
民
病
院
周
辺
の
栗

園
で
撮
影
し
ま
し
た
。
夕
日
が

当
た
り
イ
ガ
栗
が
黄
金
色
に
輝

き
、
ま
る
で
海
の
〝
ウ
ニ
〞
の

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
逆
光
だ
っ
た
の
で
ち
ゃ
ん
と

黄
金
色
の
雰
囲
気
が
出
る
よ
う

に
気
を
付
け
て
撮
影
し
ま
し
た
。

※10月21日（水）山岡支店の法律相談
　は28日（水）に変更となりました。
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①親密な交友のことを水魚の――
といいます
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⑥紙をくるりと丸めると作れます
⑦ｇｏの――はｗｅｎｔです
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や
栗
ご
飯
な
ど
美
味
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
で
す
ね
♪

　「
エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
イ
ラ
イ
フ
」が
毎
月

楽
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で
す
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体
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な
こ
と
に
挑
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と
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い
人
生
に
繋
が
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ま
す
ね
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く
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の
写
真
を
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だ
き
あ
り
が
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う
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ざ
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ま
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今
後
も
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は
受
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付
け
て
お
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ま
す
が
、
投
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数
が
多
い
月
に
よ
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て
は
紹
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で
き
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い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
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。
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問
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重
マ
ス
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〜
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の
順
に
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て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  ふれあい課

■応募締切日
平成２７年10月２3日（金）
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、郵便
番号、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号、ＪＡまたは広報誌に対する意
見、要望などをご記入の上、下記ま
でお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

10日（火）・11日（水） ※都合により変更の
　場合があります

平成27年11月のふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 058-276-8015
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744
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夫
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ニ
ン
ジ
ン
？
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和
彦
さ
ん（
下
野
）

◀ハートのジャガイモ！
　もったいなくて
　食べられません。
　Ａ・Ｔさん(大井町)

▶
何
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か
に
か
じ
ら
れ
た
後
か
ら
小
イ
モ
が
出
て
き
ま
し
た
。

　三
浦

　貢
さ
ん（
加
子
母
）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①岐阜県常例検査結果の通知事項に対する 
改善状況等の回答について 

②職制規程の一部変更について 
③大正ロマン(株)の株券譲渡について
④恵那アグリセンター内土地未登記物件に係
る訴訟について
⑤第６次中期計画の設定について 
⑥理事と組合との契約承認（利益相反行為）について 
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①（有）サポートひがしみの上期決算報告について
②（有）サポートひがしみの上半期決算内部監
査結果について

③不稼動資産の現況について
④第３四半期余裕金運用計画及び運用方針
について
⑤第１１回ひがしみの農業祭の開催について
⑥平成２７年産主食用米概算金について
⑦ＬＰガス紹介制度について
⑧８月末の事業実績について

■
暑
い
夏
も
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っ
と
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う
間
に
過
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、秋
の
涼
し
さ
を
感
じ
始

め
た
の
で
衣
替
え
し
ま
し
た
。

　
服
の
量
が
と
に
か
く
多
い
私
。整
理
整
頓
も
一
苦
労
で
す
。

以
前「
人
生
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔
法
」と
い
う
本
が
話
題

と
な
り
、「
捨
て
る
も
の
」で
は
な
く「
残
す
も
の
」を
選
ぶ
こ
と

で
毎
日
と
き
め
く
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
と
あ
り
ま
し
た
。

　
と
き
め
き（
＝
楽
し
み
、喜
び
）と
は「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
、

ど
ん
な
人
間
関
係
を
築
け
ば
と
き
め
く
の
か
？
」な
ど
、平
凡

な
人
生
を
送
る
私
に
と
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
な
）

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品販売高

32,883人
26億8,860万円

2,208億5,835万円
439億8,399万円
7,092億3,345万円
29億9,926万円
18億8,112万円

第5回理事会 （平成２7年9月17日）

（平成27年8月31日現在）

10月

11月

14日（水）
〃　　

21日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
4日（水）
〃　　
〃　　

11日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

10月

11月

8日（木）
14日（水）
21日（水）
※28日（水）
11日（水）
12日（木）

本店
下野支店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

10月

11月

14日（水）
〃　　

21日（水）
22日（木）
11日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

本 店
中 津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

収
穫
の
後

撮

　影
：
吉
村

　清 

さ
ん

　
　
　
　
（
中
津
川
市
下
野
）

撮
影
地
： 

中
津
川
市
駒
場

（カレンダー応募作品より）

■
９
月
に
東
海
地
方
へ
台
風
が
上
陸
す
る
直
前
に
Ｊ
Ａ
本
店

の
正
面
に
見
え
る
笠
置
山
の
ふ
も
と
に
突
然
現
れ
た
虹
で
す
。

思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
虹
は
数
分
で
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
も
）

　
中
津
川
市
民
病
院
周
辺
の
栗

園
で
撮
影
し
ま
し
た
。
夕
日
が

当
た
り
イ
ガ
栗
が
黄
金
色
に
輝

き
、
ま
る
で
海
の
〝
ウ
ニ
〞
の

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
逆
光
だ
っ
た
の
で
ち
ゃ
ん
と

黄
金
色
の
雰
囲
気
が
出
る
よ
う

に
気
を
付
け
て
撮
影
し
ま
し
た
。

※10月21日（水）山岡支店の法律相談
　は28日（水）に変更となりました。
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サツマイモ
リンゴ（あれば紅玉）
砂糖
牛乳
バター
グラニュー糖

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本（２００ｇ）
・・・・・・・・・・・・・　　個（１５０ｇ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ　　

21

21

リンゴとサツマイモの焼き菓子

サツマイモは１㎝厚さの輪切りにし、水にさらし
ます。軟らかくなるまで茹でます。

サツマイモの皮をむき、鍋に入れて木べらでつ
ぶします。砂糖と牛乳を加えて混ぜ、弱火で２
～３分煮ます。バター１０ｇを入れてなじませ、
火を止めます。

リンゴは皮付きのまま横に半分にし、３ｍｍ厚
さに切ります。

耐熱皿に　を入れ、表面を平らにします。上に
　のリンゴを並べ、残りのバターを小さく切っ
て散らし、グラニュー糖を振ります。
オーブントースターで約８分（または２００度の
オーブンで約５分）焼き色を付けます。

特 集

10
211Vol.
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親しまれ、信頼されるＪＡを目指して
～地域との絆深めるＪＡファンづくり運動～

　真っ赤なリンゴが店頭に出回るのは、秋から冬にかけて。寒
冷な気候を好むので、国内では青森県や長野県が主な産地
です。生でそのままはもちろん、加熱してもおいしいので、焼
きりんごやジャム、コンポート、アップルパイなどお菓子の材
料としてよく使われます。また、爽やかな甘味が料理にも使い
やすく、シャキシャキした食感を生かしてサラダに加えたり、肉
料理のソース、煮込み料理にもよく合います。お菓子だけでな
く、ぜひいろいろな料理に使ってみましょう。
　品種は、甘味と酸味のバランスに優れ、香りの良い「ふじ」が
主流ですが、お菓子には酸味が強く、すっきりとした甘味の「紅

玉」がお薦め。手に入らない場合は、比
較的酸味のある「ジョナゴールド」や「あか
ね」で代用したり、レモン汁で少し酸味を
加えるとリンゴの甘味が引き立ちます。

　リンゴは切り口が空気に触れると茶色くなってしまうので、
切ってそのままデザートとして出したり、サラダなどに混ぜる時
は塩水に浸したり、酢やレモン汁をかけておくと変色を防ぐこ
とができます。今回のレシピのように、加熱して変色が気にな
らない場合、下処理は不要ですが、できるだけ使う直前に切
るようにしましょう。
　また、リンゴは「１日１個食べれば医者いらず」といわれるほ
ど健康的な果物です。ペクチンなどの食物繊維には整腸作用
や便秘解消効果の他、コレステロールを下げて動脈硬化予防。
カリウムには血圧を下げる働きがあり、生活習慣病の予防に
も効果的です。さらに疲労回復に効果のあるリンゴ酸やクエ
ン酸、体に有害な活性酸素を除去するポリフェノールなども多
く含みます。特にポリフェノールやペクチンは皮の近くに多い
ので、よく洗ってから皮ごと使うとより効果的です。

リンゴ

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみの
ホームページ JAひがしみの 検 索
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